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 広島大学では、国際的に活躍できる実践的研究者と高度専門職業人の育成

を目指し、主にアジア、アフリカ地域でのインターンシップを核とする大学

院教育プログラム（G.ecbo プログラム）を実施しています。 

 

 

平成１９年度からの３年間で約９０人の大学院生が参加し、今年度夏期派遣

では１７人がＵＮＤＰ（国連開発計画）、西川ゴム、メコン大学などにおいて平

和構築、企業経営、日本語教育などに携わりました。また１月末から冬期派遣

として、５人をガーナ（Ｍ1 人）、フィリピン（Ｍ２人）、マレーシア（Ｄ１人）、

ケニア（Ｍ１人）へと送り出しています。 

最近学生の内向き指向が指摘されていますが、異国での困難に果敢に挑戦し

た彼らの表情には経験に裏打ちされた逞しさを感じ、就職戦線でも注目を浴び

ています。 

海外での現場体験を経験し、世界中の国や地域で研究者および高度専門職人

として第一線をリードできる人材となるように期待しています。 

 

 

 

【【【【G.ecboG.ecboG.ecboG.ecbo プログラムプログラムプログラムプログラム（グローバルインターンシッププログラム）（グローバルインターンシッププログラム）（グローバルインターンシッププログラム）（グローバルインターンシッププログラム）】】】】    

環境、平和、貧困などの問題に対して国や地域の境界を越えた対応が求めら

れている今日では、専門分野を問わず、国際的視野のもとにコミュニケーショ

ン力、問題解決力、倫理観などを持ち合わせた人材の育成が求められています。 

G.ecbo プログラムは、海外を中心とするインターンシップを核とした教育プ

ログラムです。博士課程前期及び後期の学生を１～６カ月間主に途上国へ派遣

し、予め計画した研修・研究テーマをもとにインターンシップを行います。 

平成２２年度よりグローバルインターンシップ推進拠点（G.ecbo プログラム

拠点）を国際センターのもとに設置し、既存の学問領域に縛られない多様な分

野の課題、新しい課題に適応できる研究者の輩出、国際協力・国際援助の第一

線をリードする実務者の養成と世界中から集まる留学生や研修生の高度専門職

業人としての育成を目指します。 

  

 

【お問い合わせ先】 

  国際センター 

グローバルインターンシップ推進室 

中村、佐々木、片桐 

TEL・FAX:082-424-6950   



2005～2007

2007～2010

2010～

創成期

成長期

自立・定着期

１．プログラムの歴史

・受入機関の開拓
・学生海外派遣システムの構築
・サンドイッチ型教育カリキュラムの開発

・全学的実施体制の定着
・持続可能な運営体制への移行
・大学院課程との整合性の向上

・全学的実施体制の整備
・リスク管理体制の強化
・プログラム評価体制の確立
・広報の充実
・グローバルインターンシップの実施

1995〜97年度 マツダ財団アジア支援プロジェクト（工）

広島大学とアジア諸国との研究教育ネットワーク構築の試行とその評価

2001〜03年度 マツダ財団アジア支援プロジェクト（工・国）

技術系学生のアジア研修プログラム：ECBOプログラム

2004〜05年度 文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム（工）

国境を越えるエンジニア（ECBOプログラム）

目標目標 国際社会で活躍する実践的研究者と実務者の養成
（専門知識・技術＋デザイン能力* ＋文理融合アプローチ）

事前教育

講義・PBL・英語

事前教育

講義・PBL・英語

現地教育

グローバルインターンシップ

現地教育

グローバルインターンシップ

事後教育

演習・論文・研究

事後教育

演習・論文・研究

サンドウィッチ教育サンドウィッチ教育

到達目

•PBL授業・専門科目：
開発技術論、国際協力特論、
教育協力実践基礎論、
能力開発特論、

アジア・アフリカ教育論、
平和構築論ほか

•英語集中特訓：
外国語教育研究センター、
G.ecbo PPT 研修(2-3回)

•リスク管理セミナー

到達目

•PBL授業・専門科目：
開発技術論、国際協力特論、
教育協力実践基礎論、
能力開発特論、

アジア・アフリカ教育論、
平和構築論ほか

•英語集中特訓：
外国語教育研究センター、
G.ecbo PPT 研修(2-3回)

•リスク管理セミナー

到達目標：デザイン能
力の基礎の習得

到達目標：デザイン能
力の基礎の習得

到達目

•インターンシップ実績（計89名）
海外：ICLEI(フィリピン),

UNESCAP(タイ), 
UNDP (東ティモール), 
FORWARD(ネパール),
グラミン銀行(バングラデシュ)

他

国内：サタケ他
第三国：フィリピン大学

到達目

•インターンシップ実績（計89名）
海外：ICLEI(フィリピン),

UNESCAP(タイ), 
UNDP (東ティモール), 
FORWARD(ネパール),
グラミン銀行(バングラデシュ)

他

国内：サタケ他
第三国：フィリピン大学

到達目標：デザイン能力
の実践

到達目標：デザイン能力
の実践

到達目

• 海外インターンシップの研究成
果報告：報告書、公開報告会

• フォローアップ研究：
演習、修士論文

• 課題発見演習：
事後のケースライティング

• TA、RA：
後輩へ経験知のフィードバック、
研究指導、
海外インターンシップの指導

• 遡上教育（博士課程後期）

到達目

• 海外インターンシップの研究成
果報告：報告書、公開報告会

• フォローアップ研究：
演習、修士論文

• 課題発見演習：
事後のケースライティング

• TA、RA：
後輩へ経験知のフィードバック、
研究指導、
海外インターンシップの指導

• 遡上教育（博士課程後期）

到達目標：デザイン能力
の改善

到達目標：デザイン能力
の改善

２．G.ecboプログラムの目標と教育方法

異分野の専門家とのチームのなかで自らの高度専門知識を発揮できる

頑健な能力の修得

*必ずしも解が一つでない課題に対して、種々の知識や技術を統合して、実現可能な解を見つけ出す能力

第三国インターンシップ
• 主に途上国（第三国拠点）で、
• 日本人学生・留学生による、
• 主に国際協力現場体験のための

国内インターンシップ
• 日本国内で、
• 主に留学生による、
• 日本の現場体験ための

海外インターンシップ
• 海外で、
• 日本人学生・留学生による、
• 異国での現場体験ための

研究活動・実務体験

大学（フィリピン大・ザンビア大・ケニヤッタ大他）

国際機関（JICA他）

地元学校 地元企業（サタケ他）

研究所（農業研究所他）

国際機関（JICA・IGES・UNITAR他）

海外現地企業（グラミン銀行・パデコ・アルメック・SNS・
THI・SAM他）

現地官庁・大学・研究所（スヤバヤ市・ECZ・UI・UP・高

雄記念病院・英国癌研究センター他）

国際機関・NPO（UNESCAP・UNDP・UNICEP・ICLEI・
FORWARD・JICA他）

教育学
社会科
学

生物圏
科学

国際協
力

先端物
質科学

※大学・研究所はすべて包括協定、交流協定の締結機関

工学

３．グローバルインターンシップとは
大学院教育改革GP終了後の全学運営体制

4／20

国際センター国際センター

国際教育
部門

国際教育
部門

国際交流
部門

国際交流
部門

G.ecbo
推進拠点

G.ecbo
推進拠点……運営会議運営会議

i-ECBO
（国際）

i-ECBO
（国際）

b-ECBO
（生物）

b-ECBO
（生物）

p-ECBO
（平和）

p-ECBO
（平和）・・・・・・ed-ECBO

（教育）

ed-ECBO
（教育）

ECBO
（工学）

ECBO
（工学）

ad-ECBO
（先端）

ad-ECBO
（先端）

キャリア
センター

キャリア
センター

G.ecbo運営委員会（大学院課程会議と連携）G.ecbo運営委員会（大学院課程会議と連携）

４．プログラムの実施・運営体制

G.ecbo推進室G.ecbo推進室

国際交流推進機構国際交流推進機構



2009年度：合計３４名
（研究科別） （課程別）
先端研 ２名 博士課程後期 ７名
工学研 ７名 博士課程前期 ２７名
国際研 ２５名

人

プログラム支援期間3年間
（2007〜09年度）で、89名の
大学院生がG.ecbo教育プログ
ラムを修得

プログラム支援期間3年間
（2007〜09年度）で、89名の
大学院生がG.ecbo教育プログ
ラムを修得

５．G.ecboプログラムのこれまでの実績

(1) 派遣実績（研究科別）
(2) 派遣実績（受入機関種別）
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国際行政機関

International Organization

政府行政機関

Governmental

Organaization(Local/National)

NGO・市民団体

NGO/NPO

学術・教育研究機関

Education/Academic

institution

民間企業

Private Company

(3) 国別派遣実績例

イギリス英国癌研究所

台湾高雄Chang Gung記念病院

中国西川ゴム工業（株）

中国佐竹機械有限公司

沖縄、東チモール沖縄平和協力センター

カンボジアメコン大学ビジネス日本語
学科

ケニアケニヤッタ大学

フィリピンフィリピン大学理数科教師
訓練センター

第三国

東広島（株）サタケ国内

ガーナ、マラウイ、セ
ネガル、インドネシア

JICA事務所

ネパールFORWAD（現地NGO）

フィリピンICLEI（国際NGO）

バングラデシュグラミン銀行

東チモール、タイ国連組織(UNESCAP,

UNDP、UNICEF)

バングラデシュ、カン
ボジア、ガーナ

（株）パデコ

ベトナム（株）アルメック

海外

研修国研修先

就職先とインターンシップ

2008年夏期
㈱アルメック（ベトナム）にて1ヶ月
→ 開発コンサルタント企業へ就職

2008年夏期
JICAガーナ事務所にて数ヶ月
→ 特定非営利活動法人へ就職

2008年冬期
JICAインドネシア・マッカサル事務所に
て１ヶ月
→ 気象庁へ就職

(4) プログラム修了生の進路
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